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成果の概要 / 田伏 良幸 

 

１．国際霊長類学会について 

国際霊長類学会は、霊長類を対象とする国際学会である。この学会は 2 年に 1 回開催され、

世界中の霊長類学者が交流する場となっている。今回報告者が参加した第 30 回国際霊長類

学会（30th International Primatological Society Congress）は、2025 年 7 月 20 日から 7 月

25 日の 6 日間にわたって、マダガスカル・アンタナナリボの Novotel Convention にて開催

された。研究テーマは分子生物学から生態学まで多岐にわたるが、報告者の発表テーマであ

る体温調節に関する研究は少なからずあり、世界中の霊長類学者によって進められている

ことを実感した。報告者の研究テーマである体温調節のみならず、主に行動的側面からの国

際的な動向を学ぶため、本学会に参加した。 

 

２．研究発表の成果 

報告者はポスター発表を 7 月 24 日の 18:00-20:00 の 2 時間行い、ポスターを訪れた人たち

との意見交換をおこなった。体温調節の研究の中でも本研究のアイデアは高く評価され、新

たな視点を提供しうる可能性があることを実感し、本発表に対する第三者からの一定の関

心や評価をうかがい知ることができた。体温調節を行動学的に研究している人は日本では

ほとんどいないため、このような国際学会を通じて対面で交流できることは貴重な機会と

なり、年齢の近い研究者とは特に気軽に話し合うことができた。このような人たちとゆくゆ

くは国際共同研究をすることができればと思っている。 

 

３．国立公園での野生霊長類の視察 

国際学会後、種とアンタナナリボから車で３時間ほどのアンダシベに１泊２日で訪問し、体

温調節研究が多く報告されている曲鼻猿類の行動観察を行った。体温調節行動は生息環境

に大きく左右される。報告者の調査地である屋久島の森林とアンダシベでの熱帯雨林とで

は森林内での植生密度や光環境が大きく異なり、曲鼻猿類の実際の生息環境を直接確認で

きたことは論文を読むだけでは得られない大変有意義な経験であった。国立公園や私設保

護区での観察は 1－2 時間程度のガイドを 3 回行い（Andasibe-Mantadia 国立公園、Mitsinjo

保護区、VOIMMA 保護区）、複数の野生霊長類が同所的に生息しているため（インドリ、

チャイロキツネザル、ハイイロジェントルキツネザル、カンムリシファカ、ヒガシアバヒを

観察できた）、探索のための移動時間が短くできたため、個々の行動観察では十分な時間を

確保できた。 

 

末尾となりましたが、現地での国際学会発表・交流の機会をいただいた公益財団法人京都大

学教育研究振興財団の関係者の皆様、藤洋作会長に心より深く御礼申し上げます。 


